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９月７日(土)ホルトホール・ホルトガーデンに

て出席者 ４０名 （１８：００～２０：３０） 

７月１７日 大分県庁にて環境大臣表彰される。 

事由・・・永年の環境保護活動と地域環境美化に 

関して顕著な功績があったため 

受賞内容・・・自然公園指導員として永年にわた 

り野生動植物の保護活動や登山の講習等を行うと 

ともに登山地図の調査執筆を行うなど地域の自然 

環境保全に寄与している。 

  

支部より案内のもと、丁度４０名の会員会友が

集まり祝賀会が行われた。メンバーは最長老９５

歳の安藤幹さん、９３歳の星子貞夫さん、８８歳

の首藤宏史さん、遠来では静岡から駆け付けた江

藤幸夫さん、九重町の甲斐良治さん、杵築からは

興田勝幸さんと、顔なじみの会員達が祝福に集っ

た。当日の司会進行は佐藤彰さん、阿南事務局長

の開会のあいさつで始まり、安東支部長より自分

のこれまでの歩いてきた詳細なる説明をいわば自

分史が書けるような内容の説明があり、特に自分

が山に登るきっかけとなったところは印象に残っ

た。そして本日の祝賀会に集っていただき大変あ

りがとうございました。とお礼のあいさつがあっ

た。続いて加藤英彦顧問より、本日はおめでたい

祝賀会です。支部として２回目の祝賀会、前回は

昭和 62年の野口秋人支部長の叙勲のお祝いであ

りそれ以来のめでたい祝賀会となった説明あり、

お祝いの祝辞のあいさつがあった。祝電披露 2

通、花束贈呈をして、大臣表彰された経験がある

首藤宏史先生の乾杯の発声にて祝宴が始まった。

安東さんは 7 月 19 日竹田市消防本部より感謝

状も授与されている。6月 2 日に祖母山での遭

難事故における救助活動の功績で感謝状をいただ

いており二重の表彰で喜ばしい事でこの表彰につ

いても披露された。当日の出席者名簿の入ったレ

ジメが用意されており、“プロフィール”“主な

登山歴”“受賞内容”が掲載された物が配布され

た。さてしばし歓談の後、司会者により、指名さ

れた方はお祝いのスピーチがあった。それぞれ安

東さんとの関わりやエピソードなどを含めて心温

まるスピーチの連続であった。中でも遠来の江藤

さんのスピーチは山に対する思いや、自分の体験

を含めて思いを込めた江藤さんらしいスピーチで

あった。この席で安東さんは今年 10月 20日よ

りネパール、ヒマラヤ山脈のアマ・ダブラム峰

（6856ｍ）に遠征する計画が披露された。個人

山行ではあるが、他の支部員 秋山和俊さん、笠

井美世さんとも参加する。千葉支部の有志と合同

パーティーでの遠征であるとの説明があった。今

年は、安東さんにとっては 2 つの表彰と海外遠

征という大きなイベントが予定されており忘れら

れない年となるのではとの思いである。40 名の

仲間に囲まれて心のこもった祝賀会も最後、興田

勝幸さんの閉会のあいさつでお開きとなった。 

安東さんおめでとうございました。 

そして、気を付けて行ってらっしゃい。 

準備役員…加藤、阿南、下川、中野(稔)、佐藤

(裕)、佐藤(彰)、平原(健)、笠井、 

 

 

安東支部長環境大臣表彰受賞

祝賀会 

加 藤 英 彦（会員 8765）       
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5 月２５日（土）２６日（日）の２日間、 

第３７回全国支部懇談会が神奈川県平塚市で開催

された。全国から２４支部、合計１３４名の参加

があった。東九州支部からは下川と青木美代子さ

んが参加した。 

１日目はグランドホテル神奈中平塚で受付の

後、バスで湘南平へ。高台にあり湘南の街や相模

湾を一望のもとに眺められる。海風が強く吹いて

寒いくらいだった。広場の一角に岡野金次郎の顕

彰碑がたっている。岡野金次郎は、日本山岳会初

代会長の小島烏水と登山家として初めて槍ヶ岳に

登った人物で、今年生誕１５０年となる。岡野の

顕彰碑の横で第１回岡野金次郎碑前際が行われ

た。込田伸夫神奈川支部長の挨拶のあと、平塚市

長、橋本しをり会長、岡野金次郎の孫や小島烏水

のひ孫の挨拶が続いた。身内でしか知りえないエ

ピソードなど興味深く聞いた。岡野の功績紹介、

会員によるフルート演奏のあと、顕彰碑の前で全

員で写真撮影をしてバスでホテルに戻った。ホテ

ルの広間で１８時３０分より懇談会が始まる。会

場についてみると、私たちの名前ががなんとステ

ージの真ん前、橋本しをり会長や尾上昇元会長と

同じテーブルにありビックリ！会場には千葉支部

の松田宏也さんや三田さん、宮崎支部事務局長の

橋口三枝子さんなどもいて楽しく懇談した。 

 翌日は A,B,C の３コースに分かれ、A コース

は三浦アルプス、B コースは鎌倉ハイキング、C

コースは自由行動となる。私と青木さんは A コ

ースの三浦アルプスに参加する。三浦アルプス

は、三浦半島を東西に横断する山稜で標高は２０

０ｍ程度の低山だがアップダウンが多く葉山町、

逗子市、横須賀市の境界エリアに位置している。 

 ６時３０分朝食、８時ホテルを出て平塚駅から

東海道線に乗り大船で横須賀線に乗り換え逗子駅

下車。路線バスで風早橋まで行く。１班８名から

１０名に分かれ、北九州支部の皆さんと一緒にな

る。バス通り脇の登山口から登り始めるとすぐに

急登になる。１５分くらいで仙元山に到着。振り

返ると江の島、相模湾が目の前に広がる。トイレ

はここが最後と言われる。しばし相模湾の景色を

楽しんだ休憩のあと、長い階段を下りすぐに２０

０段の登り階段が続き三浦アルプスのアップダウ

ンの縦走がスタート。コースを通して樹林帯の中

なので時折吹き抜ける風が心地いい。途中、大桜

という山桜のある場所で昼食。登山道上に送電鉄

塔がありそこで後発組が昼食をとっている横を通

り抜けしばらく行くと乳頭山に到着。頂上からは

東京湾や遠くにスカイツリーもかすかに見えた。 

 

頂上からは急な下りとなり、田浦梅の里に着く。 

広い梅林には展望台もあり写真撮影のあとトイレ

休憩。その後梅林の中を通り、田浦の町に下りつ

く。舗装道路をしばらく歩き田浦駅到着。同行の

本部の長島さんの挨拶のあと解散となった。 

 数年前の北海道支部の全国支部懇談会以来２回

目の全国支部懇談会参加となったが、初めての山

を初めての人と楽しく登ることができるのも日本

山岳会という組織の会員故のことであると思う。 

次回は関西支部設立９０周年式典と合わせ、来年

１０月２６日（日）２７日（月）に大阪で開催さ

れる。 

東九州支部からも多くの会員の参加を促したい。 

 

2024 年 7月 26 日・27 日・28 日の 3 日間 

富士山登山に備えて、鶴見岳一気登山は雨で中止

となったが、雨中での由布岳登山は、雨が多い富

士山登山準備としては大変良い訓練、覚悟となっ

た。長時間の雨、防水グッズの大事さを認識し、

事前準備品の見直しができた。特に、由布岳山頂

付近は風雨が強かったものの、富士山はそれ以上

全国支部懇談会（神奈川） 

に参加して 

下 川 智 子（会員 14505） 

富士山（3,776ｍ） 

７月月例山行報告 
     山 村 文 彦（会員 16905） 



公益社団法人日本山岳会 東九州支部報 第１０７号 令和６年１０月２５日（金）発行 

4 

であると聞いて気持ちを新たにした。また、傾山

登山の折には、その厳しさと突然の両足痙攣を経

験し登頂を断念し下山した時の口惜しさ、富士山

登頂できるのか不安におびえながら鍛錬した。 

7 月 26日（金）午前 5時 12 分大分駅を出

発、小倉から新幹線のぞみ号で 11 時 36 分に新

富士に到着。富士山五合目までのバスの途中、見

上げる富士山はあいにく雲の中、時折りてっぺん

だけが見え隠れする。14 時 30 分五合目到着、

登山準備をしていると、いきなり下山していた男

性が倒れびっくり。どうも高山病のようだった。 

高山病にならないように深呼吸を繰り返し、

30 分程度で六合目(雲海荘)に到着。初めての山

小屋泊に胸おどる気持ちであった。山小屋の奥さ

んは親切な方で、山小屋はカレーが定番であるか

ら、明日も九合目小屋泊であれば牛丼か中華丼へ

と変更してくれた。 

全員で高山に体を慣らすため、15 時 30 分宝

永山 2,698ｍに登山開始。ゆっくりと登り始め

たががれきの急斜面で、踏ん張っても踏ん張って

もずるずるとなかなか前に進めず、途中引き返し

たい気持ちで一杯だった。17 時宝永山登頂後、

急いで下山し 18時に山小屋着。宝永山は意外と

厳しい山行であった。雲海荘の夜は、寒くはな

く、逆に布団が暑いくらいであった。宿泊客はト

イレ無料、立ち寄り客は、300 円であった。 

 7 月 27 日(土)、早朝 4 時起き、朝の弁当をも

らって山頂目指して 5 時六合目を出発。ゆっく

りとしたペースで、歩幅を狭く呼吸を整えながら

の歩行、途中背中にゼッケンをつけた人たちがど

んどん先に追い越していった。この人たちは、田

子の浦海抜 0 メートルから富士山頂まで目指し

ている人たちで往復 82キロ、すごい健脚の方た

ちであった。 

6 時 16分新七合目 2,780ｍ、7時 20分元

祖七合目 3,010ｍに到着。六合目から新七合

目、元祖七合目とこの間は砂利道の連続で踏ん張

れず、前になかなか進むことが難しく急登の連続

で、昨日の宝永山登頂を思い出しながら、上の山

小屋が見えているにも拘らず立ち止まる回数の方

が多かった。この間にもミニスカートにサンダル

履きの女性など、色々な老若男女が追い越してい

ったのには、実に驚くばかりであった。 

元祖七合目で、高度 3,000ｍを超え、さらに

急登感も増して息絶え絶えになることが多くなっ

た。8 時 38分八合目 3,250ｍ到着後、37 分の

休憩。もう九合目は見えている、すぐに着くだろ

うという逸る気持ちとは裏腹に、急登で息は絶え

絶えとなり、さらにペースはゆっくりと牛歩の歩

み。やっとのことで、10 時過ぎ九合目(萬年雪山

荘)3,460ｍに到着し、最終尾を待つ間に山菜う

どん（800 円）、富士宮焼きそば（1,000 円）

を食べて剣が峰に備えた。 

11 時 14分、お鉢巡りを目指して出発。12

時までの登頂を予定していたが 1 時間遅れであ

った。11 時 47 分、九合五勺 3,590ｍ、12 時

40 分富士山頂上霊峰浅間大社奥宮 3,720ｍに到

着。すぐに登頂祈念のお参り、御朱印を受領。ま

た、隣にある富士山頂郵便局で郵便発送、登山証

明書を受領した。遂に登ったぞーという達成感で

一杯になったが、てっぺんは「剣ヶ峰」、気持ち

を奮い起こして、13時再度出発し、30分程度

で剣が峰 3,776ｍに到着、頂上では記念撮影の

順番待ちで長蛇の列をなしていた。 

 剣ヶ峰で一人一人の写真と集合写真を撮って、

すぐさま雷鳴轟く中でのお鉢巡りへの出発となっ

た。頂上到着時から空模様は急変し雷雨の様相に

一変していた。通常のお鉢巡りのコースタイムは

90 分であったが、雷雨に合わないように急ぎ足

剣ヶ峰 山頂にて 
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60 分で一周し、14時 40 分には下山を開始し

た。やがてに小雨がぱらつき始めたが、幸いにも

濡れることなく 15 時 30 分頃九合目萬年雪山荘

に着いた。到着後、荷物の整理をするが、部屋は

狭く一つの布団に二人が寝るようなスペースであ

った。夕食は、定番のカレー、水 500円、ビー

ル 800 円であった。 

20 時消灯時間を過ぎて、インバウンドの団体

客がワイワイガヤガヤと到着、その後カレーの食

事。寝静まったかと思えば 25 時過ぎには起き出

して、また出発でワイワイガヤガヤ。狭い上にう

るさくてとても寝られる状態ではなかった。 

7 月 28日(日)寝不足のままに早朝 4時起き、

熱いお茶に弁当の朝食を食べて、山小屋スタッフ

の案内でご来光ツアー。残念なことに雲の合間か

らの日の出ではあったが、晴れて下界の景色が見

えて満足であった。5 時過ぎ萬年雪山荘から下山

開始。下山の際には、影富士を見ることができラ

ッキーであった。下りは登りよりずっと楽ではあ

ったが、砂利道で滑り落ちそうなため慎重に歩み

を進め、8時頃全員無事に六合目雲海荘に到着。 

新富士行きバスに乗って、花の湯入口で途中下

車、3日間の汗を流せた大変気持ちの良い温泉で

あった。14時 8 分の新幹線こだま号に乗って、

20 時 42分に大分駅に到着。 

今回の富士山登山では、リーダーには大変お世

話になった。7月富士山山開き後に夫婦で下見登

山に行ったと聞いてびっくり。また、事細かな采

配と参加者全員に対する気配りにも敬意。念願の

富士山登山が出来て本当に有難うございました。 

参加者・・・中野(稔)CL、平原(健）、山村(文)、

中野(梨)、平原(瑞)、青木(美)、諸田(佳)、吉田

(三)、矢野(貢)、濱田(翔) 以上 10 名 

 

 

2024 年８月 4日(日) 

「山の安全を祈る集い」が、開催された。池ノ小

屋の小高い丘の上に建つ慰霊碑前に、午前 11時

集合として、各自が集まった。昨年は、九州 5

支部集会と行事と兼ねて開催したが、悪天のた

め、法華院温泉山荘での開催であった。本年は慰

霊碑のある丘で開催出来、良かった。2010年

を第 1 回目として、本年は１５回目を数える。 

支部会員は概ね、牧ノ戸を 8 時頃出発し、慰

霊碑を目指した。星生山を経由して慰霊碑に行く

メンバー、直接最短ルートで行くメンバー、各自

が自分のペースで、集まった。 

集いは

11 時、中

野稔会員

の司会で

始まり、

安東は、

昭和 5年

8 月 11

日の遭難

事故について述べ、我々もこれを記憶に留め、

我々も事故のないようにと注意喚起した。 

慰霊法要は九重山法華院白水寺弘蔵岳久院主に

より執り行われた。お経をあげるご挨拶、追悼文

を読まれ、『妙法蓮華経如来寿量品偈』『摩訶般若

波羅蜜多心経』と唱え、参加者は焼香を行った。

弘蔵院主は、大分県山岳遭難対策協議会の玖珠分

隊の隊長もされていて、今年は事故が多い、大船

山に一日に二度も大分県防災航空隊のヘリコプタ

ーが救助に飛んできたこともあり、佐賀県や熊本

県のヘリコプターも救助に出動したこともある、

などと参加者に安全登山を呼び掛けた。 

最後に加藤英彦顧問が、この「集い」は、当支

部の行事として、長く続けていきたい、日本山岳

会では、「引き継がれる山岳祭」としてプロジェ

クトを立ち上げているが、当支部の山岳祭として

考えたいと述べた。 

8 月慰霊碑登山 

安全を祈る集い 
      安 東 桂 三（会員 9193） 
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その後、記念撮影し、昼食のあと、解散した。 

参加者・・・弘蔵岳久、加藤、阿南 CL、安東、

中野(稔)、下川、工藤、今川、神田、境、尾家、

河野、平原(健)、笠井、中野(梨)、木下、松村、秋

吉、清水(道)、古谷(耕)、平原(瑞)、古谷(あ) 、上

野、佐藤(美)、井村、中島、高橋、井口、矢野 

 

 

9 月 21日・22日石鎚山雨天のため中止で９月

23 日(月)鞍岳・ツームシ山に変更。 

台風 14号が日本海付近に停滞する秋雨前線に

湿った空気を容赦なく送り込み、石川県にもたら

した大きな被害の哀しみと苦しみは消えることな

く残ったが、石鎚山行ははかなくも消えてしまっ

た。もやもやを抱えて一人大船に行こうかと思っ

てたところ、『鞍岳に行きませんか？』というリ

ーダーからのお誘いはもはや神。やけにメールの

着信アイコンが光っていたのは目の錯覚ではある

まい。鞍岳、ツームシ山が初めてどころか、県外

遠征すらも初めて。楽しみでしかない。 

以前に佐藤裕之さんらが鞍岳に行った際はあま

り眺望が良くなかった（天候不良？）ため今回せ

っかくだからということで山行計画を練ったらし

い。ただ移動車中からの阿蘇山はガスガス。リー

ダーの『大丈夫、僕は晴れオトコだから』という

声はとても力強いが、（でも石鎚山は雨天中止で

したよ）と心の中でつぶやいたのは私の生来の優

しさと微かな希望からだった。 

果たして登山口に到着してみると、風は結構強い

がおかげで雲も少ない様子。楽しみでしかない。 

登山口からはまずは森の中を歩行、あまり整備

されていない山中は野趣あふれて好感度すでに上

昇中。林道を挟み、森が少しだけ深くなり、風も

少し冷たく空気も少しだけキリっとする。秋がす

でにここにはあった。特に急登もなく、岩場もあ

り、更に好感度もアップするのも束の間で、一気

に眺望が開けたら女岳。 

朝のリーダーの予言は間違いでなかったことを

心の中でお詫びしたかったけど、それも忘れるく

らいのパノラマ。登山開始から 1 時間で味わえ

る贅沢。でも風がとても強い。鞍岳までもほんの

僅かで到着。阿蘇山、熊本市内や有明海、普賢岳

も微かに見える。熊本市民いこいの金峰山もとて

も可愛い。お土産に持ってかえりたいくらいだ。 

1100 メートル、侮れない。参りました、降

参です、大好きです。白旗を上げたまま、ツーム

シ山で昼休憩。食事中はやはり風が強く、ウイン

ドブレーカーを着込むが、リーダーの自分で髪の

毛をカットする話は風速を弱める効果があるの

か、食事前より少しだけ穏やかな感じ。ツームシ

山にも神（髪）は宿る。下山はパノラマコースと

銘打っているが、あまりパノラマは臨めない。 

そんなことは全然気にはならないくらい下山は分

岐点がたくさんあり、とても勉強になる（集中） 

次回来たときは不勉強であれば間違いなく迷う

(誓っても良い、胸を張って言える)。復習必須。 

15 時、無事にどなたもケガなどなく下山。 

佐藤裕之さん、企画をどうもありがとうござい

ました。佐藤彰さん、どうもありがとうございま

した。みなさん、本当にありがとうございまし

た、心から楽しめました。（決してアーティスト

気取りではありません、本心から思ってます、金

峰山に誓います）帰りの車中、国道 57 号線竹田

市菅生の道路沿いのトウモロコシの、おそらく最

鞍岳(1,117ｍ)石鎚山から変更 

9 月月例山行報告 

     廣 瀬 健 一 郎（会友 297） 
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後の収穫を終えたあとに刈り取られてサイレージ

となるのを待つだけであろう姿は、平地で初めて

感じた今日の秋でした。 

参加者・・・佐藤(彰)ＣＬ、佐藤(裕)、佐藤(美)、

井村、河村、荒巻、広瀬、大前 

 

 7 月 31 日(水) ホルトホール第 201会議室 

講師 天心堂へつぎ病院 山岳ファーストエイド

プロバイダー 宮本陽子氏 

登山におけるファーストエイドすなわち野外

での初期応急処置の基礎を学ぶ。 

 

外傷、ダニ、救助要請の仕方、低体温症、熱

中症、テーピング、同実技、山のマナーなど、

講師の豊富な経験に裏打ちされた具体的な講義

であった。 

 特に、テーピングの実技、低体温症、熱中症

の措置など、あらためて「そうだったのか！」

と気づかされることも多く、登山者必須の知識

と思える。 

 今回、会員等の参加も呼びかけたところ、出

席者多く、会場は満席に近い盛況であった。 

 講師の都合がつけば、来年も同様の形式で開

催されるはずなので、今年受講できなかった会

員等は、是非、受講していただきたい。 

 

 

9 月 8 日(日) 場所：牧ノ戸峠～久住山等 

コース・・・（のんびりコース：牧ノ戸峠～久住

山～牧ノ戸峠）、（元気コース：牧ノ戸峠～星生山

～久住山～牧ノ戸峠）、（健脚コース：牧ノ戸峠～

天狗ヶ城～中岳～久住山～星生山～牧ノ戸峠） 

登山教室は、過去「ちょっと難しい山に登る」

というテーマで、鋸岳や津波戸山などに登ってい

たが、受講生の中には、当該山域に対応できない

レベルの方もおり、支部としてもリーダーの確保

に苦慮するなど事故その他の問題もあったので、

今回、久住山において３コース設定して、各人の

体力に応じて参加してもらうこととした。 

 また、登り慣れた山域でもあり、安心して歩け

るなどの観点から今回、シニア山行との共同開催

ということで、呼びかけたところ、多くの参加者

が集うこととなった。 

 例年、この時期山は少しづつ秋の気配が濃くな

り、涼しくなるところではあるが、今年度の猛暑

の延長で熱中症が心配されるほどの暑い日とな

る。ちょっと心配ではあったが、大きな影響なく

夏の延長の山を楽しむことができた。 

 出発前に支部長あいさつ、また支部長自らの指

導の下に準備運動して出発。 

～登山教室～ 

出発前に注意事項 「先日の猟師山登山で、ダニ

に刺された方と、ストックを折られた方がいるの

で、注意されたい。」 

登山教室 第４回 実地 

シニアトレッキング 

久住山(1786m) 
    佐 藤 裕 之(会員 16135) 

登山教室 第 3 回 座学 

登山における救急法講座 
 佐 藤 裕 之(会員 16135) 
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次いで、牧ノ戸峠におけるコンパスの整地の研修

を行ってから、出発する。 

健脚コースは、なかなかの速足であったが、元

気とのんびりは、ゆっくりと山を味わった。３コ

ース設定したことにより、それぞれのレベルに応

じて山行を楽しむことができ、総じて成功であっ

たと思う。 

～シニアトレッキング～ 

全体に快調で、健脚コースは予定の中岳では

時間が余り、稲星まで歩いたとのことである。

さすがである。 

最終的に、登山教室受講生で体調不良で沓掛手

前で降りられた方１名、下山途中、足が攣りかけ

た方２人で、大きな事故なく終えられて良かった

と思う。今回、登山教室組には地図研修を行い、

それなりの意義はあったとも思うが、時間その他

の関係もあり、実施方法について今後考慮したい

と思う。 

参加者…安東総括、佐藤(裕)総括、中野(稔)CL、佐

藤(彰)CL、笠井 CL、中野(梨)、佐藤(美)、河村  

受講生 23 名  

シニア：下川 CL、平原(健)CL、上野 CL 
境、尾家、清田、松村、平原(瑞)、榎園、古谷 
(あ)、青木、井村、中島、高橋、山田、井口、 
矢野、荒巻、廣瀬 計１９人 

 

 

 7 月 6日（土）天気晴れ 気温 36度 降水

確率 10％の下で実施されました。 

午前８時 道の駅原尻の滝集合その後 2 台に分

乗し県道 7 号線で奥岳川に向かう尾平大川橋駐車

場に到着（９時頃）そこから徒歩で県道を下流へ

2 ㎞ほど下り入渓（９時 40 分頃）入渓後、間も

なくリーダーのさんかくとしょうをしますとの声 

私には何のことやら分からず皆さんを見ている

とロープを使って安全に川を渡る方法だと分かり

ました「三角徒渉」「三角渡渉」この他にもスク

ラムだったり皆で連なったり渡る方法があること

も研修できました。更には川の右岸，左岸 流れ

の浅い深い水の冷たさにやや震えながら、又は腰 

に色々な物をつけていると自由に泳げないことも

体験しながら駐車場に戻り昼食（１２時３０分

頃）休息の

後崖登り 

ロープワー

ク 崖下の

けが人の救

出研修など

の充実した

一日でし

た。 

昨年登山教室に参加させて頂き今年会友にして

頂き駆け出しの「ど素人」がほんの少し経験をさ

せて頂いたお陰で「ど」がとれて「素人」位に成

れたのかな？ 

素人から少しだけ上を目指して努力したいと思い 

ます。これからも皆様にご迷惑をお掛けするかも 

しれませんが宜しくお願い致します。 

参加者…安東 CL、櫻井、佐藤(彰)、甲斐(善)、上

野、川村(寅)、荒巻 

 

 

 

アップスキリング沢登り 

奥岳川 
      荒 巻 太 介（会友 291） 
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8 月 11日は国民の祝日「山の日」である。２０１４年に山の日が国民の祝日として制定されたの

を記念して、15年に大分県山の日登山実行委員会（県下山岳関係 3団体：大分県山岳連盟･大分県勤

労者山岳会･日本山岳会東九州支部で構成）を発足させて、久住山で「山の日登山」を実施したが、翌

年からは「ふるさとの山に登ろう」をコンセプトに、県下の市町村で順番に実施しようということに

なった。その第 1 回目は大分市の霊山で、第 2 回目は別府市の小鹿山、第 3 回目は中津市の八面

山、第 4 回目は日田市の亀石山、第 5 回目は九重町の崩平山、そして今回（第 6回目）は大分市･豊

後大野市境の雨乞岳、烏帽子岳、鎧ヶ岳である。 

 この日も連日続く猛暑、気温は朝からグングン上がり熱中症警戒アラートが今日も引き続き出でい

る。それでも、四辻峠に集まったのは総勢 84名。一般登山者を含む、各会の人たちである。9 時

30 分から受付、10時より四辻峠茶屋場前の広場で「山の日」セレモ二―を行う。セレモ二―では、

本主催者を代表して、日本山岳会東九州支部の安東支部長が山の日の意義について挨拶された。この

後、注意事項、準備体操を行い 10 時 10 分に登山開始。 

今回は雨乞岳･烏帽子岳･鎧ヶ岳のプチ縦走コースである。最初の雨乞岳までは標高差 100ｍの 

階段の設けてある急登で一気に大粒の汗が噴き出す。多勢の参加者はそれぞれのペースで登り切り雨

乞岳（Mt751m）着く。大分市と豊後大野市との境にある山。ここから西へ稜線づたいに烏帽子岳、

鎧ヶ岳へと向かう。ルートは緩やかな登り、大半が木々に覆わ

れ強い日差しは遮られていたが、湿度の高い分、汗の量が半端

ない。雨乞岳から約 1 時間 30 分、鎧ヶ岳到着。帰りは平成パ

ークラインを通って四辻峠に戻った。受付で下山確認を行い全

員が戻ったことを確認し「山の日」の行事を終えた。 

 今回参加された方、お疲れ様でした。この山登りの趣旨は

「山に親しむ機会を得て山の恩恵に感謝する」であります。今

後も一人でも多くの方々に、山の感動を伝えたいと思います。 

2024 年山の日登山   「雨乞岳・烏帽子岳・鎧ヶ岳」 

「ふるさとの山に登ろう ｉｎ 大分市」 
阿 南 寿 範 （会員 9169） 
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本年７月 29日、「K2挑戦中 滑落」と新聞各社

が報道した。パキスタンにある世界第 2位の高

峰 K2で 27日平出和也さん・中島健郎さんが滑 

落したニュースの報道であった。K2 西壁の未踏

ルートを登っていて、標高 7000ｍ地点から 

1000ｍ滑落して、壁に二人は確認できるが動か 

ず、救助は難しいとのことであった。その数日後 

の７月 30 日、救助活動を終了すると決定され 

た。 

K2 の滑落現場には、二人以外に登山者がいな

いこともあり、滑落の原因などの真実はわからな

い。過去に多くの登山家が山で亡くなっている

が、全てその原因があり、原因を克服できないと

きに事故となっている。松濤明氏、加藤文太郎

氏、植村直己氏、長谷川恒夫氏、小西政継氏、他

数えきれない登山家、九重山や祖母山や阿蘇鷲ヶ

峰で亡くなった一般の登山家も、同じく原因があ

る。今回の K2の場合、K2 自体が一般ルートで

も登る難度が高い。バリエーションの西壁は過去

個 人 投 稿 

ペ ン リ レ ー・ 第 ５０回 

      失 敗 を 糧 に  
丹 生 浩 司（14649） 

私の一日は新聞を読むことから始まる。ある朝いつものように 

新聞を見ていると、山岳会の登山教室入門の記事を目にした。 

早速カミさんに話してみる。「体力作りにはいいかもね」の返事 

があり、二人分を申し込む。講座の内容は地図の見方やコンパス 

の使い方など、どれも初めてで知らないことばかりだった。登山 

教室は座学以外に実践もあり、どんどん登山にはまっていった。 

道具をそろえ、大分百山の本を片手に登山口を探し登った。 

 ある秋の日、山香の華岳に二人で登った時である。登りは 

難なく山頂までたどり着いたが、下山時、私が先頭でテープを 

頼りに降りていた。途中から登った時と景色が違うことに気づ 

いたカミさんが「ルートが違うんじゃない、こんなとこ通らな 

かったよ」と、私は「下に道路が見えるからこのまま降りよう」と言うが、「迷ったときは

登り返せと座学で言われたでしょう」と一言。まだ登山を始めたばかりで体力のないカミさ

んであったが、体力がなくても登るというので又、山頂へ上り返す。すると間違ったところ

を見つけた。途中稜線から右に降りなければならないところテープ通りにまっすぐ降りたよ

うだ。テープは地籍調査のテープであった。登山道の目印となるテープと全く同じもので、

テープだよりになるとこんな勘違いを起こす良い教訓であった。 

それからは分岐があれば必ず目印を見つけるように心掛けた。また、下山のことを考えわ

かりにくいところは一度振り返ってみる。これはとても大事なことだと感じています。 

山に登り始めて１０年、よき先輩よき山仲間と出会い、北アルプスをはじめ県境の稜線歩

き、山でのテント泊など教えていただき感謝です。 

山はいいなぁ、天気もいいし明日はどこに行こうかなぁ。 

 

※ペンリレー・次回は 唐津敏徳さん（16208）にお願いしました。お楽しみに！ 

                                    

より安全な登山のために No.55 

『ｋ２』 
   安 東 桂 三 (会員 9193) 
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にポーランドの世界的登山家ボイテェク・クルテ

ィカが、当時のトップクライマーを集めて４回ト

ライしたが、いずれも 6000ｍ台で撤退してい

る。 

昨年のＪＡＣ年次晩餐会にて、平出・中島の両

氏がＫ２に出かけると述べていて、大丈夫かと思

っていた。事故のことを知りたいと思っていたら

最近、大石明弘さんの報告を見つけた。大石さん

は静岡在住の山岳ライターで、平出氏と 2001

年にチョ・オユー（8188ｍ）に遠征している。

彼は平出氏に「（Ｋ２西壁は）大丈夫なのか？」

と連絡すると、平出氏は「そういうことを言うの

は大石さんくらいですよ」と言ったそうだ。 

その大石さんも彼らの滑落現場にいたわけでは

ないので推察の域を出ないが、多くの岳人が述べ

ているこの件については一番正しく把握している

と思う。 

報告によると現地では、天候不順が続いている

ので、大石さんは出発は出来ないだろうと思って

いた。平出・中島の目指すクーロワールは、雪が

締まっていないだろうと推察。が、両名は雨がぱ

らつく中、ベースキャンプを出発した。 

平出氏は「自分たちがコントロール出来るとこ

ろまで登り、悪ければ降りてくる」と述べていた

が滑落という結末になってしまった。平出氏の

「行けるところまで登れれば」は、「行けるとこ

ろまで登らなければ」の義務感に変わっていたの

ではと推察する。また彼らが勤務する石井スポー

ツの速報では「Ｃ2上部へ日帰り偵察」の記載が

あったが、大石さんは「本気のアルパインの登攀

で「偵察」などは普通行わない」と述べ、二人同

時に滑落したということは、コンテニュアスクラ

イミング（二人がロープにつながり同時登攀）中

に滑落したことを意味すると言う。コンテニュア

スクライミングで滑落とは、二人の技術では考え

られないと述べ、結論として、自然の脅威だけで

なく、人間のさまざまな要素も絡み合い、重層的

な原因で遭難が起きてしまったとしか私には考え

られないと終えた。私もただ登りたいでなく、義

務感があったのではと思っていた。そんな義務感

より生きて帰ることの方が、いつも重要と思う。 

追記 

 先の文書は K2 の事故のあと、すぐに書いた。

その後、8/22 石井スポーツ遭難対策本部から最

終の報告が出され、詳細がわかってきた。クルテ

ィカが「sickle（鎌）」と名付けたラインの登攀

し、その後、西稜（1997 年日本山岳会東海支

部隊が登ったルート）に抜けて頂上へと考えた。

クルティカのルートに可能性を見出し、落石など

のフォールラインを避けるルートを見つけ出し、

登れると確信を持ったと思う。今回猪熊隆之山岳

気象予報士が応援した。猪熊氏の気象予報と現地

の気象状況を精査することで、気象予報の確率は

上がり、７月下旬から好天になることがわかり、

24 日に雨の降る中出発した。それ以降は好天と

なり、順調にルート伸ばし 27 日標高 7550ｍか

ら約 1200ｍ滑落してしまった。その 7550ｍ

付近は、ブルーアイスの氷雪壁であり、アイスの

塊と一緒に落ちたようだが、そのアイスの塊は、

落ちてきたものか、滑落により落ちたものかよく

わからない。 

 困難なルートを研究し、登れるルートを見出

し、それにトライする生き様は、我々の登山にも

影響をもたらす。志が半ばであったことに残念と

思う。 

 2024 年 10 月 5日発行の ROOK＆SNOW

（105 号）に本会の柏澄子会員が詳細を執筆し

ているので、是非参照ください。 

 

 

 

第四年（明治 42 年）の第一号と第二号に載せ

られている九州に関する二つの記事紹介しよう。 

「阿蘇山上の天幕生活」（第四年･第一号） 

東京帝大理学博士中村清治、陸軍砲工学校教官

福田為造、熊本第五高校教授平塚忠之助の三氏が

文部省の命により阿蘇山で約三週間、磁石力変化

の研究のためにテント生活をしたときのことであ

る。 

 調査用の器具材料等を横浜から汽車で送り、山

麓から馬七頭で噴火口付近まで運んで、新噴火口

の周囲約四萬五千平方メートルに鐡條を張った

り、小岳の周囲十五萬五千平方メートルに鐡條を

JAC 古典「山岳」拾い読み No.５ 

阿蘇山の天幕・屋久島八重嶽 

     飯 田 勝 之(会員 10912) 
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張ったりして

の準備や、狭

いテントの中

に磁器寫眞機

其の他器具類

を据え付け

て、その中に

三氏が起臥し

「辛酸をなめ

其研究に盡瘁

した」とあ

る、その準備

や天幕の設営

とその生活で

ある。 

まず、八月十日熊本を出発した博士一行はその

夜山麓坊中に達せしが、夜遅く止まる宿なく辛う

じて木賃宿に泊れたが、粗末な宿であったが博士

は「一等弐拾銭、二等拾銭、三等八銭と大安で

す」と微笑せりとある。 

記事は調査研究の様子など詳しく書いているが

専門的な内容で、ここでは割愛しよう。さて、博

士一行の天幕生活が珍しいので、二十人乃至三十

が見物におとずれる光景や、夜の雨に打たれて天

幕での辛酸のことや、夜は二十分交代で望遠鏡を

見つめるやら、写真の撮影など、博士自ら辛酸を

なめる様子などが書かれている。 

また、話を聞いた熊本や東京の新聞が「噴火力

を利用して電力を得る研究をせり」とかさらに奇

抜なるは「追々寒くなるので噴火口に機械を据え

付けて火力（ストーブ）を熊本の街に送るため測

量しつつあり」等の誤報のことなどがが記載され

ている。 

 

「屋久島八重嶽について」井上玄一（第四

年･第二号） 

 屋久島八重嶽の最高峰、宮浦嶽は標高六千二百

尺、三百尺、または四百尺と云い・・で始まる島

と山の紹介文である。 

船便 「鹿児島種子屋久間を往復す、大和川丸

(二七〇噸)、大川丸(一五〇噸)二隻なり。大阪商

船会社の船なり、鹿児島を午後十一時出帆す、種

子西之表迄八時間、屋久島まで四時間な

り・・・・」 

八重嶽 「日向の南部に起これる一脈は屋久島の

八重嶽に聯絡せり、屋久島は相環りて山、故に

「八重」を以って嶽に名つく、全部皆花崗石、翠

緑蒙翳、深谷底無きが如く、絶壁空より垂れ、

蒼々鬱々、喬樹長幹蒼穹に入る、熱帯近けれども

冬はなほ氷雪冠る」「八重嶽の中にて最高きを宮

浦岳と呼ぶ、長田嶽是に次ぐ、又其に亞ぐを栗生

嶽と呼べり、三嶽對立して鼎足の形をなせり…」 

屋久杉 「屋久杉は屋久島、国有林の特産物にて

樹齢二千年有餘年を経過せしものあり、此樹は海

抜約一二〇〇米突の位置よりあり、樅・栂他闊葉

樹に混生或いは群生し、一八〇〇米にてやむ、材

質は充密多脂にして光沢を有す・・・」 

登山 「主たるものは四條あり、宮浦よりする北

路、安房よりする東路、平内よりする南路、長田

よりする西路なり、宮浦より絶頂迄は十三里他は

各八里なり・・・・」 

この筆者は宮浦から登り平内に下っているが、

宿帳によれば他に四名来島していたが、植物・地

質の学者であったらしい。氏は「八重嶽を南海の

孤島と軽視せらるることなく、大いに探検を望

み、この名山を天下に紹介されんことを期待する

ものなり」と結んでいる。 

（この号の新入会員紹介に大分県から第三年第一

号以来二人目の関範氏（佐伯市）の名前があ

る）。 

 

 

7 月 7 日（日）天気・・・晴れ 

7 時に重岡駅に集合。皆が集合するまでに駅を

散策していたら、上り下りの電車がちょうど駅に

入り、二車両が向い合せで止まりました。こんな

シャッターチャンスはないと、皆で盛り上がりま

した。その後、車に乗込み陸地峠へ移動、若山稜

線に車をデポし、陸地峠から登山開始。 

陸地峠には立て看板があり、その横の階段を上

がると明治 10 年に官軍と薩摩軍の壮絶な戦い

（西南の役）薩摩軍はこの陸地峠に防備を固めて

こぎこぎ倶楽部 

陸地
か ち じ

峠
とうげ

～枯樅山の 

県境稜線踏査 
  中 野 梨 絵 (会員 16955) 

山岳・第四年第二号の表

紙 
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いたが、官軍は、雨の中奇襲攻撃を仕掛け、薩摩

軍を全滅させた。当時の戦いの跡である塹壕や砲

台跡が残され、周囲には戦没者を祀る墓や慰霊碑

が建てられている大変歴史ある場所からのスター

トとなった。まずは道路脇の斜面を四つん這いに

なって登る。土が柔らかい為、足の踏ん張りが 

きかず悪戦苦闘して時間がかかった。登り上がる

と県境稜線につき、稜線上にネットがはってあ

る、大分県は雑木林（自然林のまま）で、宮崎県

側は植林をしており、2ｍくらいに育っていた。 

 

そこから遠くの山々が、右から前障子からはじま

り桑原山まで、大崩・祖母傾山系が青空の中きれ

いに見えた。しばらく稜線を、草木をかき分けな

がら歩く、途中、セミが全開で鳴き、真夏だなぁ

と感じたり、かわいい鳥のさえずりに癒された。

ただ、ほとんど風がないので、蒸し暑く、汗びっ

しょりで 599ｍのピークにつく。 

ここで昼食を食べてゆっくりしていると、旧日

本軍の防衛基地を示す石柱が見えた。ここが防御

陣地であったことがわかった。ここから枯樅山

664.9ｍを目指すが、時間がないので 608ｍの

ピークまで行き、引き返す。昼食を食べたところ

まで引き返し、北北東 566ｍのピークを目指し

て歩く。稜線に植林の作業道がみえて、ここから

車をデポしたところに下る。大変蒸し暑い山行で

したが、なかなか行けない歴史ある場所を堪能し

た一日でした。    

参加者…飯田、中野(稔)、宮原、佐藤(裕)、中野

(梨)、遠江、清水(道)、清水(久)、平原(瑞)、佐藤

(美)  

 

2024 年 8月 25 日、午前７時集合予定場所の 

佐伯市運動公園駐車場に集まったのは、昨日急遽 

３名キャンセルが出たとのことで、今回は４名で

す。今日の山行は、石神峠から三等三角点の枯樅

までの間の県境稜線を歩く予定でした。ところ

が、黒沢ダムから播磨谷林道を登っていくと、何

と林道が工事中で、おまけに重機 2台が林道を

塞いでいいます。石神峠まであと１ｋｍ足らずの

所で、石神峠にたどり着けないばかりか、その先

の林道へも入っていけないという事で、予定のル

ートは断念しなければなりません。 

急遽予定変更となり、リーダーの飯田さんから

「せっかくここまで来たんだから・・」と①場照

山に登るか、②神楽山に行くかの 2つの代替案

を提案してもらいました。場照山は何度も登って

いるので、行った事ない神楽山に行きたいと申し

出しました。飯田さんが過去に登ったことのある

ルートは、急登でハードな稜線直登ルートと石草

峯から続く稜線を歩くロングルートの２つという

事で今回は、飯田さんも登ったことがない林道を

使ってのルートを歩くことになりました。 

県道佐伯蒲江線の芦川谷入り口の反対側の林道

に入り、約１，３ｋｍの林道脇の広場に駐車。午

前９時、やや荒れた林道歩きが始まります。この

日の天気は快晴、林道は陰があまりなく、風もな

く、直射日光の攻撃に耐えながら、歩いていたと

ころ、キイロスズメバチに襲われました。始めア

ブだと思って払ってしまい、それで刺激をしてし

まったのか手の甲とお腹を２か所刺され、ビリビ

リともの凄い痛みが…。幸いにも飯田さんが持っ

ていた安全ピンとポイズンリムーバーを借りて毒

を吸出したので、腫れもほとんどなくすみまし

た。さすが飯田さん、危機管理能力が高いので、

蜂対策の準備もされており、もの凄く助かりまし

た、感謝です。 

その後もヤブやアブと格闘しながら進むと、１

０時２０分林道終点で、その先のヤブの急斜面を

必死で登り何とか稜線へ。有難いことに稜線は木

陰で、風も抜けるので先ほどの灼熱地獄から少し

こぎこぎ倶楽部 
 

神楽山（541.8ｍ） 
  清 水 久 美 子 (会友 178) 
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解放されました。それに歩きやすくてとても快適

な稜線道です。途中急登はありましたが、休憩を

とりながら、ペース配分をしてくださり、熱中症

にならないよう無理のないよう登ったので、１１

時５０分ごろ無事に神楽山山頂に到着できまし

た。 

山頂で期待していた展望は周囲の樹木の成長に

より臨めませんでしたが、久々の達成感で胸がい 

っぱいになりました。帰りは途中の分岐委から、

スズメバチのいる道を避けて、行きとは違う林道

コースで、途中、不要なヤブジラミの実のお土産

をズボンにたくさんいただいたりしながらも、思

っていたよりも早く１４時前に駐車場所に戻るこ

とができました。 

本日の山行はルートファインディングの良い経

験になりましたし、蜂に刺されたときの処置方法

などを身を持って経験できたので、良い勉強にな

りました。凄く充実した１日でした。代替案を提

案してくださった飯田さんと御一緒していただき

ましたメンバーの皆様に感謝です。 

参加者…飯田、清水(道)、清水(久)、土谷 

 

 

 

9 月 16 日（月） 

当初の予定は 9月 15日（日）であったが、

終日雨の予報で急遽一日延期を決めて 16日の朝

が来た。午前 7時日豊本線重岡駅集合予定より

40 分早い時刻に櫻井、甲斐両氏と待ち合わせ

は、下山予定地に車のデポのためだ。別府を出る

ときはまだ降ってなかったが、三重町あたりから

車窓に雨粒が当たり始め、三国峠トンネルを出る

と大粒となり、小野市を過ぎたら土砂降り状態。

駅前で待つ両氏と会って、屋根の下で互いに顔を

見合わせて「この雨でどうする？」と無言の苦笑

い。そのうちに今日の参加者 9名が揃った。（当

初の予定は 12 名だったが１日延期で 3名減

る） 

9 人で「どうする？」を続けていると、ちょう

どそこへ上りと下りの特急電車の離合待ち合わせ

停車で、二台の電車に皆でカメラを向けると車掌

が窓から手を振っていた。 

そして、気付くと雨は殆どやんでいる。「行こ

うゼ」と決まる。まずは宗太郎駅近くへ二台、途

中の椎葉山からのエスケープを考えてその下山地

点に一台置いて、残り二台で林道宇目蒲江線の大

原越入口の林道分岐から入山開始は 7 時 50

分。 

準備中にまたパラパラときた。急ぎザックカバ

ーを付け、雨具は着る者、着ない者で出発する。

甲斐さん先頭、櫻井さんイ最後尾で草深い荒れた

林道を行く。林道終点から草つきの急斜面を登

り、8 時 30分に県境稜線に登り着く。いつの間

にか雨はすっかり上がっている、この稜線は思っ

た以上にヤブが煩い。しかし、しばらく行くとや

や開けた稜線道となる。地図にある大原越の破線

の道は殆ど判然としない。 

木立の中で景色も見えず、風もなくやたらと蒸

し暑い。度々水分補給の休憩が必要だ。幾つもの

緩いアップダウンで 10時 40 分、458m の標

高点に着く。ここまで 2時間を見ていたが 50

分余計にかかっている。 

こぎこぎ倶楽部 

中ノ嶺～宗太郎越 

県境稜線踏査 
  飯 田 勝 之 (会員 10912) 
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一休みして再出発。右は照葉樹の自然林、左は

スギ、ヒノキの人工林が宗太郎の手前まで続いた

が、稜線道はかなり快適だ。途中で椎葉山へと書

かれた小道表が目についた、私が以前（2013

年）、椎葉山の三角点踏査で登りついた地点で、

天候やタイムによってはここからのエスケープも

考えていたがもう必要ない。20 分余り行った先

の急斜面を登りつめたところが椎葉山だ。11時

40 分着で予定より 20分以上早く着いた。コシ

ダに埋もれて三等三角点がある。ここでランチタ

イムとする。 

集合写真を撮って 12時過ぎに再出発するが、

このピークからの下りで、二つの尾根を東から西

に、そしてまた東へと二度も大きくトラバースの

軌道修正が迫られた。なるほど地図を見るとここ

は、よほど読図慣れした人でも難儀をするに違い

ない地形だ。（ヒヤリハット：今日の反省・間違

った尾根を登り返さずに、横にトラバースを繰り

返したことだ。最初の尾根の間違を気付いた時に

登り返して読図し直せばよかったのだ） 

あとは単調な稜線漫歩で、13 時 5 分

425m、13 時 45分 384m の標高点を通過。

ほぼ予定時刻に戻った。この後しばらく平らな快

適な稜線漫歩が続き、ご機嫌でいたら急な下りが

始まり、目前に見えていた最後の松葉のピークが

どんどん高くなる。そして鞍部からの登り返しの

始まりは、わずか５０ｍ弱の登りが、7時間半歩

き通してきた老体には足が重くてしんどい。 

14 時 30分、点名松葉の三角点に着いた。小

さな四等の標石と 13年ぶりの再会だ。「迫ケ谷

山」と書かれた小さな山頂標識をバックに写真を

撮る。あとは下山だけ

だ。コシダの繁る、足場の悪い急斜面を下って行

くと、下りきった所に小さな掘り割があった。宗

太郎と隣県の松葉を結ぶ宗太郎越の道だ。そこか

ら荒れ果てた峠道を下って行く。小さな清流で顔

を洗ったりして行くと荒れた林道に出て、その道

をどんどん下って行くと日豊本線のトンネルの上

で、真下にレールを見て 15 時 55 分に国道に出

た。車をデポ地点から回収後、16 時 30 分、重

岡駅前で次回再開を約して解散となった。 

参加者：飯田、櫻井、今川、境、後藤、 

平原(瑞)、榎園、甲斐、土谷 

 

 

犬戻峡沢登り 場所：寂地山 犬戻峡   

日時：令和６年７月２６日（金）  

コースタイム：寂地峡案内所駐車場【７：００】

→犬戻峡入口（入渓）【７：３０】→ 

林道の滝・竜神の滝・犬戻滝→犬戻歩道入口（退

渓点）【1３：０0】→犬戻し林道→下山（寂地峡

案内所駐車場）【１５：００】 

山口県の寂地山宇佐川の上流の犬戻峡。寂地峡

案内所駐車場で、入渓の準備を済ませる。綺麗な

沢と緑の景観に心躍らせながら、早々に入渓。朝

早い時間なのに、それほど冷たいとは思わなかっ

た。大きな堰堤にぶつかり、それを超えてしばら

く歩くと、５ｍのＦ１に出逢う。安東支部長をト 

ップに、私、橋本さんが繋がり左岸を軽快に登

る。綺麗な川原を歩いたら、小さな滝があり、な

め床が続き、堰堤を超えるとまた、綺麗な川原と

小さな滝となめ床がいくつも続く。 

個人山行報告 

「犬戻峡 沢登り」 
 寺 道 和 代 (準会員 A-0599) 
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登るごとに、沢水の温度が冷たくなり、緑も深

くなる。滑りやすい部分もあったが、安東支部長

さんにロープはしっかりと繋がれており、安心し

て沢を楽しむことができた。 

途中、愉快な仲間たちの歓迎を受けた。必死に

滝を登ろうと苦戦する蛇さん、銅像のようにピク

リとも動じない大きな蛙さんである。 

メインの犬戻しの滝は、高さ１０ｍほどで、底が

見えない大きな淵が特徴的である。橋本さんがト

ップでリードチャレンジ！取り付きまで泳ぎ、安

東支部長の指示を受けて、右岸を登攀される。め

ちゃくちゃカッコいい！と私は写真を撮りまくっ

た。 

 その後、川原、なめ床、沢の流れを充分に堪能

しながら、終了点までたどり着くことができた。

緑の景観は美しく、水は綺麗で心地よく、また、

訪れてみたいと思える遡行でした。ただ、強力虫

よけスプレーにも退散しない、ものすごい数のア

ブに、最初から最後まで囲まれ、刺されますの

で、ご注意が必要です。 

参加者：安東、橋本、寺道 

 

陶ヶ岳クライミング 場所：火の山 陶ヶ岳  

日時：令和６年７月２7 日（土）（曇り時々雨）  

８時、登山道を３０分程歩き、取り付きに到着。

よいウォーミングアップとなる。 

スタートは国体ルート。 

初のオールリードにチャレンジする。 

日出の岩などでマルチピッチ、リードの練習をし

た。やってみたい！そんな気持ちが湧いてきた。

練習の成果を発揮する時がきた。安東支部長から

は、「基本に忠実に！」

と、声をかけられる。支

点の取り方、環付きロッ

ク…ひとつひとつ…確認

するのだぞ。そう自分に

いい聞かせ、出発する。 

国体ルート：1P 

20m/5.5 2P 7m/5.5 

3P  

15m/5.5 

ノーマルルート：1P 20m/5.7 2P 10m/5.5 

3P 15m/5.6  4P 15m/5.9 

 ところどころで、本当に 5.5?なのか？と思わ

せるようなルートもあった。レイバックでもない

…体重移動も上手く決まらない場所、スラブのよ

うな手のひらに力を込めて登るような場所。心も

とない場所もあったがどうにか登攀。支点構築

や、どうしたら、フォロワーが登りやすいか、ロ

ープの流れ、仲間へのコール…いろいろな事を一

人で考えながら行った。 

次に、ノーマルルートを登り始めるが 1P登った

ところで意識が遠のく感じあり。熱中症の気配。

国体ルートを登る時は曇りで多少の風がでていた

が、ノーマルルートを登り始める頃には無風に変

わっていた。照りつける太陽にこれ以上登る余裕

なく、早めに安東支部長に声をかける。すぐに下

山の指示あり。懸垂下降で終了する。 

 国体ルートでは、今までの私は、フォロワーで

登る事しか考えていなかった。今回の経験でマル

チピッチにおいて、大きく視野が広がったような

気がしている。どうしたら安全に操作できるの

か、これからも繰り返し練習をしながら自分のも

のにしたいと思う。ノーマルルートについては、

仲間には迷惑を

かけてしまった

が早めに申告で

きてよかったと

思っている。自

然相手なので

常々、無理は禁

物。今回も学び

の多い山行だった。 

参加者：安東、橋本、寺道 

個人山行報告 

「陶ケ岳クライミング」 
    橋 本 桂 (準会員 A-0488) 
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8 月 25日（日）天気 晴れ 

私は、佐伯市宇目町新百姓山北面のコウザキ谷

で開催された、大分県山岳連盟主催の沢登り研修

会に参加しました。戸次から車を相乗りし、木浦

内トンネル先の広場に 8:30 に集合しました。 

集合場所は標高約 600m で、車 10 台程度が

駐車可能な空き地です。ここで沢シューズやハー

ネスなどの装備を整えました。この地点では携帯

電話が圏外だ

ったため、防

水袋に入れて

ザックにしま

いました。 安

東支部長から

「沢登りでは

登山道がない

自由さを楽しめる」とのお話や、「沢であるが故

に大きな危険がある」という注意喚起を受けた

後、参加者は上級者組と入門者組に分かれて出発

しました（9:00）。 

私は入門者組に参加しました。 駐車場から県

道沿いに少し歩いて沢に降りると、すぐに大滝

（標高 660m）が見えてきました。ここからは

佐藤（彰）さんと荒巻さんに先導していただき、

ロープで繋がりながら登りました。初めて沢シュ

ーズを使用したため、その独特な感触に戸惑いま

したが、サポートのおかげで楽しく登ることがで

きました。その後もロープを繋いだままチョック

ストーン（標高 750m）に到達しました

（11:00）。腰上まで水に浸かることもあり、し

ばらくすると寒く感じることもありました。チョ

ックストーンの箇所では、狭い隙間を全身でよじ

登り、ロープのテンションで助けてもらいまし

た。その先は水が少ないこともあり、ほとんど水

に浸からずに岩場を歩きました。 12時には昼食

休憩を取り、ロープや装備を片付け、889m の

ピークへ向かい 13 時に到着しました。 

しばらく稜線を歩いた後、道なき道を下山し、

15 時に駐車場に到着しました。フェルトソール

で下山した方が滑って歩きづらそうにしていまし

たが、状況によってはチェーンスパイクの使用も

有効であるという話も出ていました。また、下山

においても登山道がないため、読図の重要性を改

めて実感しました。初めての沢登りでしたが、集

合場所までの道中で聞いていたような寒さは感じ

ず、気持ちよく歩くことができました。 

最後に、お世話になった皆さまに感謝申し上げま

す。 

参加者…安東、田所、佐藤(彰)、笠井、甲斐(善)、

寺道、上野、川村(寅)、川村(美)、濱崎、荒巻、田

浦 以上 12名 

 

 

 

今回も中津市山国町奥耶馬渓の峰で、毛谷村川

左岸側に南北に並ぶ三つの四等三角点の峰の紹介

しよう。 

槻木 

旧耶馬渓町と山国町の境界をなす分水嶺稜線か

ら西に、山国川源流部（毛谷村川）へ派生した支

稜線の上の大きな盛り上がりで、西に毛谷村川、

北に合支川、南に中畑川の谷間が囲っている。こ

の山域は山頂稜線近くまで植林がなされており、

このピークも山頂部のみにアラカシ、コナラ、タ

ブ、リョウブ、クロキ、ヒシャカキ、シキミなど

が見られるだけである。 

個人山行報告 

「山岳連盟沢登り研修会 

コウザキ谷に参加して」 
       濱 崎 哲 也 (会友 275) 

私の無名山ガイドブック №９４ 

槻木(819.7ｍ）中畑(717.0ｍ)

柚木（692.9ｍ） 
    飯 田 勝 之（会員 10912） 
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国道４９６号の合使入口バス停から合使へ至る

車道を入り、合使に入らずに林道を直進すると約

１．３ｋｍ付近で右に分かれる林道があり、ここ

を登山口とする。この林道を入ると約１５０ｍで

三叉路があり、これを左にほぼ平坦に行くと約４

００ｍ、合使林道から１０分ほどで右に斜めに上

る荒れた作業道が分かれる。この作業道を登る

と、道はスギ林の中を大きく迂回しながらＺ字形

に登っていく。分岐から約２０分で作業道の終点

で、そこから真っ直ぐにスギ林を登る。広い丸い

稜線上の登りである。１５分足らずで一旦平らに

なるとそこは山頂直下の肩の部分で、その先の急

傾斜の広葉樹の疎林を高度差３０ｍで直登すると

１０分弱で山頂に着く。 

参考タイム：登山口→30 分→林道終点→30 分

→槻木 （地形図：耶馬渓西部・英彦山） 

中畑 

中摩殿畑山から北に派生する稜線からすぐに西

に分派する稜線があり、これは小原井川と中畑川

に挟まれて徐々に高度を下げながら、最後に急斜

面で毛谷村川に落ち込んでいく手前のピークであ

る。付近はほとんどスギ、ヒノキの植林地でこの

三角点付近も稜線部分のみアラカシ、ヒシャカ

キ、ツバキ、アカマツなどが見られる。 

国道４９６号の槻木の小原井から東に入る林道

井出之河内線を上れば約２ｋｍの分岐あたりまで

は乗用車も行けよう。その分岐の１００ｍほど手

前の、道路右手の簡易水道のタンクが目印で、道

路の左手の小谷が登山口に良い。小谷の左岸から

照葉樹の林に踏み込み、ルートはないが下草もな

いので急斜面を直登していくと良い。相当な急斜

面で、アラカシやタブ、ツバキなどの幹に捕まり

ながら登っていくと、ヒノキの林となり、そのま

ま真っ直ぐにどんどん登っていく。林道から５０

分ほどのアルバイトで主稜線に達し、左（西）へ

５０ｍほど緩く登れば鈍頂に至り、中央に三角点

がある。 

参考タイム：登山口→50 分→中畑（地形図：

耶馬渓西部・英彦山） 

柚木 

槻木の谷の入口で衛門のように西の高場のピー

クと対峙して東に迫る稜線上のピークである。付

近の山林はほとんどスギ、ヒノキが植栽されてお

り、この三角点付近も山頂部のみにハイノキ、ア

ラカシ、シデ、クロキ、リョウブ、シキミなどが

見られる。 

国道４９６号の槻木の小原井から東に入る林道

井手ノ河内線を上ると、約２ｋｍの分岐あたりま

では乗用車も行けよう。分岐を右に登っていくと

１０分足らず（５００ｍ）で分岐がありこれを右

に登る。急な傾斜地を過ぎると緩くなり路面もよ

くなる。前の分岐から約４０分（１．８ｋｍ）行

くと右に分かれる荒れた林道があり、ここまでＲ

Ｖ車なら来られよう。また、柚ノ木から登る林道

を来てもここまでＲＶ車ならこられよう。三叉路

から右に１０分ほど行くと林道が下りはじめるあ

たりから右の稜線につと着くと良い。急斜面を登

り、照葉樹の尾根に出たら北西へたどる。小ピー

クを過ぎて少しくだって緩く登った先の、稜線の

端に三角点がありその先は急傾斜で下っている。 

参考タイム：林道三差路→20 分→柚木（地形

図：耶馬渓西部・英彦山） 

 

 

2024 年 10月 20日より、11月 16日の間、

ネパール・クーンブ地方にあるアマダブラム

（6812ｍ）に登ってきます。 

このエクスペディションは、当支部の笠井が、昨

年、本部山行委員会の台湾の山に登ったのがきっ

かけで、千葉支部の平野さんらから、お誘いを受

けたことによって、始まりました。 

アマ・ダブラム エクスペディション 

 



公益社団法人日本山岳会 東九州支部報 第１０７号 令和６年１０月２５日（金）発行 

19 

準備期間が短く、高所トレーニング、技術トレー

ニングは不充分かもしれませんが、高崎山でのア

ッセンダーワーク 3度、由布岳観音岩での同ワ

ーク３度、富士山トレーニングを２度、高所順応

ZOOM ワーク１度、などを行いました。 

ネパールでの高所順応は、トレッキング途中に２

度行い、アマダブラムでも C2（キャンプ 2）往

復を行い、一度、休養したあと、11/3 頃より、

C1 へ、11/4、C2 へ、11/5、標高 6280ｍ

のＣ３に滞在後、11/6登頂を考えています。 

全力で登ってきたいと考えています。多くの支部

のメンバーに応援されて、責任重大ですが、しっ

かり登ってきたいと思います。 

この支部報が発行される頃には、大分にはいませ

ん。帰ってきたら、楽しい報告が出来たらと考え

ています 

メンバー…安東、秋山、笠井、(千葉支部)三田、

平野 

   

 

 

支部会議開催報告 

第 3 回役員会 ９月 26 日(金）18：30 

大分市西部公民館 

1.月例山行・登山教室の報告 

2. 大分百山の現況     

支部役員会開催予定 

第４回役員会 11 月 27 日(水）18：30 

大分市西部公民館 

１． 来年の山行計画について 

支部ルーム開催状況 

8 月 2 日(金)  大分市西部公民館 出席者 3 名 

9 月 6 日(金) 大分市西部公民館 出席者 2 名 

10 月 4 日(金)  大分市西部公民館 出席者 2 名 

支部ルーム開催予定 

11 月 1 日（金）大分市西部公民館 18：30 

12 月 6 日（金）大分市西部公民館 18：30 

1 月 10 日（金）大分市西部公民館 18：30 

第 11 回登山教室のお知らせ 

第 7 回講座 1 月 11 日(土)・12 日(日)  

集合場所・・長者原ビジターセンター 

1 日目・・・黒岩山 

2 日目・・・三俣山 

宿泊場所・・・くじゅうヒュッテ 

担当  佐藤裕之  sa10@mail.goo.ne.jp 

11 月例山行：木山内岳～桑原山縦走 

実施日････11 月１7 日（日）  

所要時間：11 時間 距離：12.8 ㎞ 

木山内登山口～桑原山登山口 

参加申し込み期限･･･11 月 5 日（火）まで 

担当  鹿島正隆 macpapa@kcf.biglobe.ne.jp  

※地図 木浦鉱山 祝子川 1/25,000 

12 月：忘年登山と忘年会   

忘年登山････鉄輪ヶ城～高熊山～妙見山 

日  時････12 月 14 日（土） 

集合場所････杵築市太田波多方 

ポケットパークはだかた 

コース････県道 49 号～市道～白川稲荷～鉄輪ヶ城 

（4 等三角点 鉄輪城 462.0ｍ）往復 

忘年会…･横岳自然公園横岳荘 

日  時‥‥12 月 14 日（土） 

宿泊所電話…0978-52-3146 

住   所‥‥杵築市太田保水 4448-1 

参加申し込み期限･･･11 月 30 日（土）まで 

申込先    下川智子 hukus@yahoo.co.jp 

1 月例山行：涌蓋山縦走 

実 施 日：1 月 26 日（日）  

所要時間：6 時間 距離：8.5 ㎞ 

集合場所････地蔵原または岳湯～八丁原 

参加申し込み期限･･･1 月 14 日（火）まで 

担当 鹿島正隆 macpapa@kcf.biglobe.ne.jp  

お 知 ら せ コ ー ナ ー 

mailto:sa10@mail.goo.ne.jp
mailto:macpapa@kcf.biglobe.ne.jp
mailto:hukus@yahoo.co.jp
mailto:macpapa@kcf.biglobe.ne.jp
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※地図 湯坪 1/25,000 

2 月例山行：祖母山 

実施日････2 月１6 日（日）  

所要時間：10 時間 距離：12.2 ㎞ 

尾平～黒鉄尾根～祖母山～障子岳～古祖母～尾平 

参加申し込み期限･･･1 月 31 日（金）まで 

担当 中野 稔 zermatt1111nm@gmail.com 

※地図 祖母山・豊後柏原 1/25,000 

第三回 鎮南山（536.4ｍ）7 年 3 月 9 日（日） 

申込先：下川智子 hukus@yahoo.co.jp 

※詳しい内容は次回の会報にてお知らせします。 

 

・会 友  大前 京子 会友番号 299 

 

第 37 回宮崎ウェストン祭・宮崎支部主催 

日 時････令和 6 年 11月 3 日（日） 

場 所････宮崎県高千穂町五ヶ所高原（三秀台） 

※参加ご希望の方は、事務局まで連絡（電話または

メール）下さい。 

担当  阿南寿範 beca5844@oct-net.ne.jp 

令和６年 年次晩餐会のご案内 

日時…･令和 6 年 12 月 7 日（土） 

場所‥‥京王プラザホテル 

出席希望の方は来月の会報「山」10 月号同封のお

申込用紙を確認の上、お申込み下さい。 

後 記  

・平成 16 年 4 月、アケボノツツジを見るため新百

姓山に登った時、標高 1100m あたりのスズタ

ケが枯れかかっているのに気付き。変だなと思っ

たが、その 2 年後の秋に登った時には、かつては

スズタケに囲まれた小広場でしかなかった山頂の

付近まで全部枯れ、広々とした裸地の林床だっ

た。 

・その後祖母傾大崩山系のスズタケは、標高に沿っ

て枯死状態が進行していき、今年の春に祖母山に

登ったら、山頂付近に僅かに青い稈が点在する

だけで殆ど枯死状態だった。 

・先日、本谷山西の稜線のシカの食害調査で歩いた

が、この稜線のスズタケと原生林の面影は、今は

もう跡形もなく、広い裸地とブナの大木の枯死を

見ると無性に悲しくなった。そして元気良く繁茂

し続けるアセビが恨めしくなる。 （K・I） 

 

  次回 108 号の原稿は 12 月末の締切です。 

 よろしくお願いいたします。(M・N) 
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